
南紀生物, 41(1) : 75-76, 1999

白浜町(和歌山県)のホシダカラガイ(腹足綱,

タカラガイ科)の最近の記録
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(Gastropoda, Cypraeidae) at Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan

は　じ　め　に

ホシダカラガイCypraea tigris Linnaeus, 1758は,三

浦半島以南のインド・太平洋域に分布する大型の巻貝

で,潮間帯から水深20m以内に生息する(肥後・後藤,

1993;池田, 1995;渡辺, 1995)。本種は,紀伊半島の

南西岸に位置する和歌山県西牟婁郡白浜町周辺の海岸に

おいても,その棲息は古くから記鋸がある(岡本, 1936)

筆者らは1974年以降,潜水(SCUBAあるいは素潜り

による水深10mまでの採集),磯観察,海岸-の打ち

上げ,底刺網の漁獲物等から本種を収集し,観察の機会

を得た。これらと神奈川県三浦半島沿岸域のもの(池田,

1995;渡辺, 1995, 1996)とを比較することで,本種の

成長に関する知見も得たので報告する。

白浜近海におけるホシダカラガイの記録(1974-1998)

白浜半島先端に位置する京都大学瀬戸臨海実験所周辺

の浅海より種々の方法で採集した13個体の観察記録を衰

1に示した。本種は殻の特徴より, 3つの成長段階が判

別できる(図1)。採集個体の内訳と大きさほ以下のと

おりである。幼貝(殻口が広く,殻が薄い) 8個体:戟

長51.9mm-88.2mm (以下すべて穀長を表示) ;末成

負(内外唇の歯状部の形成が弱く,殻が薄い) 3個体:

4.4mm-97.1mm;成貝(内外唇の歯状部の形成が明

確,殻が厚い) 2個体　3.2mm,105-7mm。

この25年間でわずか13個体の入手であり,本海域では

大変個体数が少ない種である。

考　　　　　察

三浦半島以南の各地におけるホシダカラガイの採集記

録は散見されるが,貝殻の成長段階や大きさについての

記述は多くはない。西村(1974, 1980)によると,伊豆

諸島の八丈島での最大個体は110.5mm,沖縄の最小個

体は69.3mm,フィリピンの最小個体は51.9ramとの

報告があるのみである(明記されていないが,論旨から

成貝の殻長の記録と推察される)。また,池田(1995)

は,三浦半島から4個体の幼貝(37.8mm-85.5mm)

杏,沖縄県から1個体の成貝(80-0mm)を園示してい

る。近年,渡辺(1995, 1996)は三浦半島沿岸に"異常

出現''した計129個体を観察し,約50mm-84.7mm

(N-127)の幼貝と　　4.7mmと95.8mmの未成貝を

報告しているが,成貝は含まれていない。

今回,筆者らが採集した白浜近海の個体と上記の三浦

半島の個体を比較してみると,幼貝と未成貝では大きさ

の差は認められなかった。しかし,成長段階別でみると,

三浦半島の方が圧倒的に幼貝が多い。成貝は白浜からは

少なくとも2個体の採集があったのに対して,三浦半島

からはこれまで確認された記録が見当たらない(渡辺,

1995, 1996;池田, 1995)。この理由として渡辺(1995)

は,三浦半島での"異常出現"ほ,酵化した幼生が成貝

の生息する伊豆諸島の神津島沿岸から海流に乗って漂着

するもののそれ以降,一時的に成長はするが成貝にはな

図1　白浜町(和歌山県)近海で採集したホシダカラガ
イ(腹画).左:幼貝(表1, No. 2),中央:未
成貝(表1, No.　右:成貝(表1, No.ll)

Fig. 1. Cypraea tigris Linnaeus from Shirahama (ven-

tral view). Left: juvenile (Table 1, No. 2),

Middle: young (Table 1, No. 8) , Right: adult

(Table 1, No. ll)
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表1　白浜町(和歌山県)近海でのホシダカラガイの採集記録と観察結果
Table 1. Collection data and observations on Cypraea tigrゐLinnaeus from Shirahama and its adjacent waters.

個体 採 集 採 集 坐 殻長 殻幅 貝 殻 成長

番号 年 月 日 場 所 方 法 死 (m m ) (m m ) 光沢 成 長 状 態 段階

1 1974 塔島西 底刺網 坐 84.4 60.0 有 殻は薄く, 内外唇に

歯状部あり
殻は薄く, 殻口広い

未成貝

2 * 1976.H 臨海北浜 潜水 *t 94.3 66.2

40.0

肴 幼貝

3 * 1976.H 臨海北浜 潜水 死 96.1 有 殻は薄く, 殻ロ広い 幼見

4 1976.V .25 臨海北浜 打ち上げ 死1) 8 1)-1 有 殻は薄く, 殻ロ広い 幼貝

5 1980.XI.19 円月島西 潜水 生 65.1 有 殻は薄く, 殻口広い 幼貝

6 1985. 1 .26 臨海北浜 潜水 死 77.4 47.3 有 殻は薄く, 殻ロ広い 幼貝

7 1987.M .25 番所崎南 磯観察 死 92.7 63.0 有 殻は薄く, 穀ロ広い 幼貝

8 1987.K . 1 臨海南浜 磯観察 生 97.1 68.8 有 殻は薄く, 内外唇に

歯状部あり

殻は厚く, 内外唇に

歯状部あり

殻は薄く, 殻ロ広い

未成貝

9 1990.HI.24 塔島西 潜水 死 105.7 74.0 有 成貝

10 1990.m .24 塔島西 m *. 死 67.1 37.2 有 幼貝

ll 1995.・.18 臨海北浜 潜水 死 98.2 66.i 有 殻は厚く, 内外唇に

歯状部あり

殻は薄く, 殻ロ広い

成貝

12 1998.M . 7 番所崎南 磯観察 坐 51.9 33.1 有 幼貝

13 1998.VL 10 臨海北浜 打ち上げ 死 有 殻は薄く, 内外唇に

薗状部;fc o

末成貝

*桑村・樫山(1976)の採集個体　　　　- :殻の破損のため計測不能　　　　　　　1)残存の軟体部に腐臭あり

れずに死亡すると推定している。

和歌山県の沿岸域では,紀伊半島南端に接近して北上

する黒潮の影響を受けて,熱帯域を起源とする多くのタ

カラガイ類の生息が確認されているが,冬の海水温の低

下に適応できずに死亡するものが多いo　桑村・樫山

(1976)は,白浜町の浅海域で, 1976年冬季(特に1月

下旬)の寒波の折りに,水温が9.8-Cまで低下し, 28種

1,325個体のタカラガイ類の死亡を確認した。その中に

は本種の幼貝2個体(94.3mm, 96.1mm)が含まれて

いたが,成貝は発見されておらず,今回筆者らが発見し

たのが初の記録となる。上記の成貝2個体の大きさは各

々　3.2mm,105.7mmで,その最大個体は西村(1974)

の記録した八丈島の最大個体(110.5mm)に近い。

ところで,今回発見した2個体の成貝は残念ながら死

殻であった(表1)o　白浜町は観光地であるため,本種

成貝の貝殻が商品として販売されており,この一部が何

らかの理由で投棄されたものとの可能性もないわけでほ

ない。しかし,今回収集した11個体中4個体が生きてい

たこと,死亡個体中1個体は軟体部が存在していたこと

(衰1 , No.4),貝殻の表面は光沢を保ち傷が無いこと,

幼貝や未成貝は市販されていないこと等から,すべての

採集個体は現地で成長したものと判断した。

以上のことから白浜近海は,本州沿岸域においてホシ

ダカラガイが成貝まで成長できる北限の海域にあたると

推察される。

なお,ホシダカラガイは白浜近海では希少種であるこ

とが今回の報告から推定されたが,三浦半島沿岸でも同

様で, 1972年4992年までの21年間の記録は幼貝10個体

のみであった(渡辺, 1996)。また,三浦半島で記録さ

れた"異常出現"のような現象(渡辺, 1996)は,今後,

白浜近海でもおこる可能性がある。
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